
令和７年度 岡山学芸館清秀中学校 Ａ日程 入学試験問題（理科）解答解説 

清秀 Ａ日程 理科 解答解説 

 
【正 解】問１ (ウ)  問２ ②、③  問３ ㋑ 

問４ 水によって運ばれていくうちに角がとれて丸くなるから。  問５ せん状地  問６ (ア) 

問７ (イ)  問８ つぶの大きさ。  問９ 火山のふん火があった。  問 10 化石  問 11 (ウ) 

問 12 (ウ)  問 13 20ｍ 

【解 説】 

問１ しん食は流れる水が地面をけずるはたらき、運ぱんは流れる水が土や石を運ぶはたらき、たい積は流れる水が土

や石を積もらせるはたらきである。 

問２ 川の水の量が増えると、しん食と運ぱんのはたらきが大きくなる。たい積は、流れがおそくなるところでさかん

になる。 

問３、問５ 川の上流では、川はばがせまく、大きくて角ばった石が多く見られる。川の中流では、山から平野に入っ

たところで川の流れが急におそくなり、土砂が積もって、せん状地とよばれるおうぎ形の地形が見られることがあ

る。下流では、川はばが広く、小さくて丸みをおびた石や砂が多く見られる。また、川の流れがおそくなり、河口

付近に運ばれてきた土砂がたい積して、三角州ができることがある。 

問４ 上流にある角ばった大きな石は、下流まで流されて運ばれていく間に、ぶつかって割れたり角がとれたりして、

丸く、小さくなっていく。 

問６ 川の曲がっているところでは、曲がっている内側では流れがおそく、外側にいくほど流れがはやい。 

問７ 流れのはやいところでは、しん食と運ぱんのはたらきが大きくなる。そのため、川の曲がっているところでは流

れのはやい外側のほうが川底が深くなる。 

問８ つぶの大きさが0.06mmより小さいものがどろ、0.06mm～２mmのものが砂、２mm以上のものがれきである。 

問９ 火山灰は、火山のふん火によって火口からふき出したもので、降り積もって地層をつくることがある。 

問 10 地層の中に、生物のからだの一部やあしあと、すんでいたあとなどが残ったものを化石という。 

問 11 火山灰の層は、火山がふん火したときに同時に降り積もってできたものなので、はなれた地点の地層のつながり

を知る目印になる。層は下から上に積み重なるので、Ｑの層→火山灰の層→Ｐの層→Ｒの層の順にたい積したこと

がわかる。 

問 12 各地点の地層のようすを火山灰の層の上面の標高で比べる。火山灰の層の上面の標高は、Ａ地点では 75ｍ、Ｂ

地点では 75ｍ、Ｃ地点では 80ｍだから、この地域の地層は、東西にかたむきはなく、南のほうに低くなっている

ことがわかる。 

問 13 地点Ｂの火山灰の層の上面の標高は地点Ｃの火山灰の層の上面の標高より５ｍ低いことから、地点Ｄの火山灰の

層の上面の標高は、地点Ｂの火山灰の層の上面の標高より５ｍ低く、75ｍ－5ｍ＝70ｍである。地点Ｄの地表の標

高は 90ｍだから、火山灰の層の上面は、地表から、90ｍ－70ｍ＝20ｍのところにあると考えられる。 

 

 
【正 解】問１ (ウ)  問２ 13.8ｇ  問３ Ｂ  問４ 5.1ｇ  問５ (エ)  問６ 28ｇ  問７ 23％ 

問８ (エ)  問９ 酸性  問 10 水素  問 11 (イ)  問 12 固体がとけた水よう液だから。 

問 13 (ア)  問 14 27cm3 

【解 説】 

問１ ビーカー全体の重さは、とかしたミョウバンの重さの分だけ重くなっている。 

問２ 40℃の水 100ｇにミョウバンは 23.8ｇとけるので、あと、23.8ｇ－10.0ｇ＝13.8ｇとかすことができる。 

問３、問４ 60℃の水 100ｇにとける量は、ミョウバンは 57.4ｇ、ホウ酸は 14.9ｇ、食塩は 37.1ｇだから、ホウ酸を

入れたビーカーＢには、20.0ｇ－14.9ｇ＝5.1ｇのとけ残りができる。 

問５ 80℃の水 100ｇにとかすことができるホウ酸の重さは 23.5ｇだから、ビーカーＤに入れたものはホウ酸である。

また、20℃まで冷やしたとき、食塩は 35.8ｇまでとけるが、ミョウバンは 11.4ｇまでしかとけないので、結晶が

見られたビーカーＥに入れたものはミョウバンである。 

問６ ビーカーＤにとけ残ったホウ酸の量は、30.0ｇ－23.5ｇ＝6.5ｇである。よって、6.5ｇのホウ酸をとかすには、 

100ｇ×
6.5ｇ

23.5ｇ
 ＝27.6…より、あと 28ｇの水が必要である。 

問７ ビーカーＦの水よう液は、100ｇの水に 30ｇの食塩がとけた食塩水である。水よう液全体の重さは、 

100ｇ＋30ｇ＝130ｇだから、水よう液のこさは、
30ｇ

130ｇ
 ×100＝23.0…より、23％である。 

問８、問９ うすい塩酸は、酸性の水よう液である。青色のリトマス紙に酸性の水よう液をつけるとリトマス紙は赤色

に変化し、赤色のリトマス紙にアルカリ性の水よう液をつけるとリトマス紙は青色に変化する。 

問 10 鉄やアルミニウムにうすい塩酸を加えると、水素を発生しながら鉄やアルミニウムがとける。 

問 11 試験管Ｘの液をとった蒸発皿には黄色の固体が残り、試験管Ｙの液をとった蒸発皿には白色の固体が残る。どち

らももとの鉄やアルミニウムとは別の物質になっていて、うすい塩酸を加えても気体は発生しない。 

問 12 固体がとけた水よう液を加熱すると、水が蒸発して、とけていた固体がつぶとなって出てくる。 

問 13 BTB よう液は、酸性の水よう液では黄色、中性の水よう液では緑色、アルカリ性の水よう液では青色に変化す

る。うすい水酸化ナトリウム水よう液 15cm3にうすい塩酸 20cm3を加えると液の色が緑色になることから、うす

い水酸化ナトリウム水よう液 24cm3に加えて液が緑色になるときのうすい塩酸の体積は、24cm3×
20cm3

15cm3 ＝32cm3

である。よって、液は青色になる。 

問 14 加えたうすい塩酸が 36cm3 のとき、液の色が緑色になるときのうすい水酸化ナトリウム水よう液の体積は、

36cm3×
15cm3

20cm3 ＝27cm3である。 

 

 
【正 解】問１ 食物連鎖  問２ (カ)  問３ (ウ)、(オ)  問４ Ａ  問５ (ア) 

問６ 生物②のえさが増えるから。 

【解 説】 

問１ 生物どうしの「食べる・食べられる」という関係を食物連鎖という。 

問２ 生物は、呼吸をすることによって酸素をとり入れ、二酸化炭素を出している。生物①、②、③はいずれも気体Ｘ

を出して、気体Ｙをとり入れているので、気体Ｘは二酸化炭素、気体Ｙは酸素である。 

問３ 生物①は自分で養分をつくることができる植物、生物②は植物を食べて養分をとり入れる動物、生物③は動物を

食べて養分をとり入れる動物である。バッタは植物を食べ、カエルはバッタなどの動物を食べる。また、水の中で

は、ミジンコは自分で養分をつくる小さな生物を食べ、メダカはミジンコなどの小さな生物を食べる。 

問４ 食物連鎖の関係にある生物の数量は、ふつう、「食べるもの」よりも「食べられるもの」のほうが多い。よって、

いちばん数量が多いＣが生物①、いちばん数量が少ないＡが生物③である。 

問５、問６ Ｃの生物①の数量が増えると、生物①を食べる生物②のえさが増えるので、Ｂの生物②の数量も増える。 

 

 

【正 解】問１ Ａ、Ｄ、Ｅ  問２ ×  問３ Ｅ  問４ Ｃ  問５ 60mA  問６ (ア)、(エ) 

【解 説】 

問１、問２ かん電池の＋極から出た電流が豆電球を通り、かん電池の－極にもどってきたとき、電流が通った豆電球

の明かりがつく。スイッチＹを①につなぐと、かん電池の＋極から出た電流は、Ａ、Ｄ、Ｅの豆電球を順に通って

－極までもどってくる。スイッチＹを②につないだときは、かん電池の＋極から出た電流は、－極までもどってく

ることができないので、どの豆電球も明かりはつかない。 

問３ スイッチＸを①につなぎ、スイッチＹを①につなぐと、かん電池の＋極から出た電流は、Ａの豆電球を通ったあ

と、２つに分かれてＣとＤの豆電球を通る。その後、分かれた電流は１つになってＥの豆電球を通り、かん電池の

－極にもどってくる。したがって、ＡとＥの豆電球には同じ大きさの電流が流れるので、どちらの豆電球も同じ明

るさになる。 

問４ スイッチＸを①につなぎ、スイッチＹを②につなぐと、かん電池の＋極から出た電流は、Ａ、Ｃの豆電球を順に

通ったあと、２つに分かれてＤとＥの豆電球を通る。したがって、Ｃの豆電球に流れる電流の大きさは、スイッチ

Ｙを①につないだときよりも大きくなるため、豆電球の明るさは明るくなる。 

問５ スイッチＹはどちらにもつながずに、スイッチＸを①につないだときは、Ａ、Ｃ、Ｅの３個の豆電球が直列につ

ながった回路になる。このとき、それぞれの豆電球に流れる電流の大きさは、かん電池に豆電球１個をつないだと

きの大きさの
1

3
 になるから、かん電池に豆電球１個をつないだときの豆電球に流れる電流の大きさは 300mAであ

る。スイッチＸは②につなぎ、スイッチＹを①につなぐと、かん電池の＋極から出た電流は、２つに分かれてＡと

Ｂの豆電球を通り、その後、１つになってＤとＥの豆電球を順に通ってかん電池の－極にもどってくるので、Ａの

豆電球に流れる電流の大きさは、かん電池に豆電球１個をつないだときの豆電球に流れる電流の大きさの
1

5
 になる。

よって、Ａの豆電球に流れる電流の大きさは、300mA×
1

5
 ＝60mAである。 

問６ スイッチＹを①につないだとき、スイッチＸを①と②のどちらにつないでも、豆電球Ｅに流れる電流の大きさは、

かん電池に豆電球１個をつないだときの豆電球に流れる電流の大きさの
2

5
 となる。 
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